
る
。
「
釜
中
越
は
、
二
俣
村
よ
り
越
中
へ
罷
越
申
候
。
在
郷
道
二
筋
有
之
、

七
]
に
八
疋
在
之
、
同
・
西
原
屋
七
助
・

一
疋
以
下
省
略
。

俣
・
下
梨
な
ど
）

藩
政
時
代
の
交
通

城
端
よ
り
の
道
程
【
1
0
9
0】

(1
)
そ
で
か
が
み

砺
波
地
方
は
古
く
か
ら
道
路
網
が
の
び
て
い
た
ら
し
い
が
、
文
献
に
乏
し
く
、
僅
か
に
「
袖
鑑
」

う
か
が

の
大
要
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
「
袖
鑑
」
は
天
保
五
年
[
-
八
三
四
]
に
大
桑
屋
孝
七
（
出
丸
町
）
が
記
し

り

も

ん

た
も
の
で
あ
り
、
「
城
端
よ
り
今
石
動
へ
五
里
•
本
馬
百
八
拾
文
・
軽
尻
百
拾
文
」
な
ど
と
各
地
（
高
岡
・
戸
出
・

ニ

へ
の
道
程
と
運
賃
が
記
し
て
あ
る
。
転
載
す
る
。

ち
ん
せ
ん

こ
れ
に
よ
る
と
、
城
端
よ
り
各
地
へ
の
賃
銭
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
城
端
の
ど
の
地
点
を
基
準
（
起
点
）
と
し
て
い
る

か
分
か
ら
な
い
。
と
に
か
く
当
時
は
馬
又
は
徒
歩
で
通
信
し
運
搬
を
し
た
。
山
道
な
ど
は
牛
を
使
っ
た
。

馬
【
1
0
9
1】

宿
宿
馬
に
つ
い
て
は
、
天
保
五
年
[
-
八
三
四
]

一
、
城
端
宿
馬
十
三
疋
御
定
め
の
処
、
当
時
七
疋
馬
持
左
の
通
り

一
筋
は
越
中
広
瀬
舘
村
へ
罷
出
城
ケ
端
迄
罷
越

こ
の
よ
う
に
宿
馬
も
各
自
飼
育
し
て
荷
物
運
搬
に
用
い
て
い
た
ら
し
い
が
、
宿
駅
・
馬
次
所
に
つ
い
て
は
記
録
が
無

く
、
現
在
の
ど
の
あ
た
り
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

金
沢
街
道
【
1
0
9
2】

(3
)

か
ま
な

か

ご

え

と

り

ご

え

金
沢
街
道
は
相
当
古
く
か
ら
開
け
て
お
り
、
「
加
賀
志
徴
」
に
よ
る
と
、
釜
中
越
と
刀
利
越
の

二
路
線
が
記
録
さ
れ

．
 

ヽ

XIV

交
通
・

通
信

二
疋
持
・
是
安
屋
六
助
・
享
保
二
年

[
-
七

(
2
)

の
こ

の
同
「
袖
鑑
」
に
次
の
よ
う
な
記
録
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

一
巻
に
よ
っ
て
そ

(
1
)
袖
鑑
道
程
之
事

城
端
よ
り

一
、
今
石
動
へ
五
里

一、

高
岡
七
里
七
丁

一
、
福
野

二
里
三
丁

一
、
竹
橋
七
里

一
、
（
以
下
省
略
）

(
2
)
袖
鑑

一
、
城
端
宿
馬
十
三
疋
御
定
め
の
処
、
当
時
七
疋
馬

持
左
の
通
り

二
疋
持
是
安
屋
六
助
・
享
保
二
年
に
八
疋
在
之

西
原
屋
七
助

善
四
郎

（
以
下
省
略
）

(
3
)
加
賀
志
徴

一
、
釜
中
越

二
俣
村
よ
り
越
中
へ
罷
越
申
候
。
在

郷
追
二
筋
有
之
、

一
筋
は
越
中
広
瀬
舘
村
へ
罷
出
城

ケ
端
迄
罷
越
申
候
。
往
遠
道
を
釜
中
越
と
申
候

（下

略）一
、
刀
利
越
金
沢
よ
り
横
谷
村
を
経
て
刀
利
村
に

向
い
、
飛
州
白
川
へ
出
て
高
山
へ
の
陰
路
な
り
。

本
馬
百
八
拾
文

本
馬
弐
百
五
拾
九
文

本
馬
七
拾
弐
文

本
馬
弐
百
五
拾
弐
文
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道
。

申
候
。
往
還
道
を
釜
中
越
と
申
候
」
（
下
略
）

刀
利
越
は
、
金
沢
よ
り
横
谷
村
を
経
て
刀
利
村
に
向
か
い
「
飛
州
白
川
へ
出
て
高
山
へ
の
陰
路
な
り
」
と
記
録
さ
れ
て

い
る
。
な
お
刀
利
越
は
、
天
正
年
間
[
-
五
八

0
頃
]
の
尾
山
御
坊
（
金
沢
城
）
に
拠
っ
た
一
向
一
揆
が
信
長
軍
（
佐
久

か

ん

ど

う

と

ん

に

ゅ

う

せ

ん

き

ょ

間
玄
蕃
）
に
敗
れ
た
際
に
、
こ
の
間
道
を
伝
い
桂
か
ら
五
か
山
に
遁
入
し
た
。
そ
の
時
の
縁
故
で
潜
居
し
て
い
た
本
覚
寺

や
千
光
寺
（
加
賀
）
の
門
徒
が
五
か
山
に
多
い
。

五
か
山
道
路
【
1
0
9
2】

も
っ
ぱ

藩
政
時
代
の
五
か
山
と
の
交
流
は
、
専
ら
次
の
六
ル
ー
ト
に
よ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ほ

う

と

う

げ

ど

う

た

に

朴
峠
越
と
道
谷
道

朴
峠
の
麓
、
若
杉
（
二
十
軒
）
に
は
牛
方
へ
の
運
搬
中
継
が
あ
っ
た
。
五
か
山
へ
の
物
資
運
搬
は
通
称
・
ボ
ッ
カ
の
背

（
十
貰
前
後
）
に
よ
っ
た
が
、
大
量
の
物
資
の
峠
越
え
は
牛
の
背
（
二
十
貰
ほ
ど
）
に
よ
っ
た
。
当
時
は
梨
谷
川
向
い
か

ひ
ん
ば
ん

ら
石
灰
の
発
掘
も
あ
っ
て
、
朴
峠
越
の
運
搬
は
頻
繁
で
あ
っ
た
。

な

だ

れ

し
か
し
、
冬
期
は
雪
崩
の
た
め
に
困
難
を
極
め
、
明
治

一
六
年
ご
ろ

戸
長
・
水
上
善
治
は
県
庁
な
ど
に
新
道
開
拓
を
請
願
し
続
け
、
明
治
二

0
年
[
-
八
八
七
]
下
梨
ー
上
田
ー
城
端
の
工
事

許
可
を
得
て
着
手
し
た
。
明
治
二
三
年
[
-
八
九

0
]

そ
の
後
も
庄
川
に
沿
っ
て
下
梨
―
西
赤
尾
の
延
長
工
事
を
続
行
し
、
明
治
二
六
年
[
-
八
九
三
]
沿
岸
道
路
と
し
て
開
竪

さ
れ
た
。
こ
の
道
谷
道
は
昭
和
二
年
[
-
九
二
七
]
に
城
端
ー
八
幡
が
開
通
す
る
ま
で
の
大
動
脈
と
な
る
。

と

う

お

古
老
の
口
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
道
も
古
く
か
ら
間
道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
塔
尾
か
ら
今
の
開
拓
道
路
に
沿
っ
て
上

あ

か

お

り
、
中
村
道
と
合
流
し
て
袴
腰
山
西
側
を
通
り
、
赤
尾
に
至
る
道
。

（三）
こ
の
道
路
は
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
開
け
た
も
の
ら
し
く
、
上
田
よ
り
細
尾
峠
を
経
て
道
谷
に
出
て
梨
谷
に
至
る

（二）

細
尾
峠
越

袴
腰
山
の
西
側
峰
伝
い
間
道

こ
。
t
 

(

-

）

 

1
0
月
に
竣
工
、
森
山
県
知
事
の
臨
席
を
得
て
開
通
式
を
挙
行
し

[
―
八
八
三
ご
ろ
]

か
ら
下
梨
村
外
四
三
か
村
の

名事、ジ ベ r•· • “ 令芯・
、 ~::,:;~;-, ぶし
、'・.<1紐，乞9り'./吐'.-

今,~- !tll,1;. •~--: ·'• •. 
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五か山より城端への道 若杉附近 旧金沢街道

じていた
この通を真向うに別院前に通
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こ
の
路
線
の
開
拓
は
非
常
に
古
く
、
吉
野
朝
の
こ
ろ
よ
り
軍
用
道
路
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。
利
賀
方
面
へ
の
連

あ
ら
や
ま

と
ち
は
ら

絡
路
線
で
あ
る

。

西
明
•
井
口
方
面
よ
り
東
西
原
を
経
て
新
山
峠
を
越
え
、
新
山
・
栃
原
集
落
に
通
ず
る
道

。

福
光
往
来
【
1
0
9
4】

各
町
に
通
ず
る
道
路
は
確
実
な
史
料
に
乏
し
く
、
古
老
の
言
に
よ
れ
ば
城
端
を
中
心
に
し
て
、
次
の
よ
う
な
道
路
網
が

ま
ず
発
達
し
た
も
の
ら
し
い
。

ふ
た
ま
た

福
光
往
来
（
二
俣
往
来
）
は
、
広
小
路
（
出
丸
）
か
ら
桜
坂
を
降
り
て
野
田
・
国
広
を
通
っ
て
福
光
に
出
て
、

二
俣
を

通
っ
て
金
沢
へ
出
る
道
で
あ
る
。

井
波
往
来
【
1
0
9
4】

こ
の
往
来
は
出
丸
町
よ
り
北
野
地
内
野
田
を
通
り
、
閥
野
（
バ
チ
ノ
）
坂
を
上
下
し
て
大
泉
寺
前
を
通
り
、
北
野
天
満

宮
の
横
を
経
て
長
楽
寺
の
各
谷
を
上
下
し
、
願
立
寺
の
東
に
出
て
井
口
村
に
入
り
、
井
波
町
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
道
路
標
は
出
丸
坂
中
ほ
ど
の
北
野
橋
交
叉
点
に
、
「
右
井
波
、
左
高
岡
」
と
石
に
刻
ん
で
残
る
。
そ
の
他
福
野
・

ひ
ら

高
岡
方
面
へ
の
道
が
拓
け
て
い
た
は
ず
だ
が
確
か
な
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
。

な
お
、
城
端
町
を
中
心
と
し
て
各
村
落
へ
は
、
放
射
状
の
粗
末
な
道
路
が
あ
っ
た
が
、
各
道
路
は
横
と
の
連
絡
（
環
状

う
か
が

道
路
）
に
欠
け
て
い
た
こ
と
は
、
現
在
の
状
況
を
見
て
も
窺
い
知
れ
る
。

河
川
運
輸
【
1
0
9
5】

水
利
に
つ
い
て
、
昔
は
山
田
川
と
池
川
の
水
量
も
相
当
多
く
、
ま
た
川
底
の
手
入
れ
な
ど
を
し
て
小
舟
の
便
も
あ
っ
た

ら
し
い
。

（六）

新
山
越

と
の
運
搬
路
線
と
し
て
よ
く
利
用
さ
れ
、
比
較
的
整
備
さ
れ
た
道
路
で
あ
っ
た
。

杉
尾
峠
越はち
ぶ
せ

細
野
集
落
か
ら
鉢
伏
山
を
経
て
杉
尾
峠
（
標
高

一
0
0
0
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
、
杉
尾
・
祖
山
に
至
る
道
。
平
村
北
部

（五）

小
瀕
峠
越

お

ぜ

上
田
よ
り
小
瀬
峠
を
越
え
て
小
瀬
集
落
に
出
て
、
上
平
村
の
菅
沼
に
至
る
道
。

（四）

井波、福光への道

"' . 

出丸坂分岐点

ー
溢
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鉄
道
管
理
局
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。

野
ー
城
端
間
開
通
。
大
正
九
年
[
-
九
二
O
J
国
鉄
に
買
収
さ
れ
た
。

そ
じ
ょ
う

古
老
の
口
伝
に
よ
れ
ば
、
山
田
川
と
池
川
の
合
流
点
ま
で
は
二
十
石
舟
が
津
沢
方
面
よ
り
潮
上
し
、
船
着
場
も
あ
っ
て

相
当
繁
盛
し
た
も
の
ら
し
い
。
な
お
、
山
田
川
は
相
当
上
流
（
今
の
中
尾
辺
り
）
ま
で
舟
便
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

明
治
中
期
に
北
海
道
移
民
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
井
口
村
の
お
寺
の
西
側
に
あ
っ
た
山
田
川
船
着
場
で
、
別
れ
の
水

明
治
以
降
の
交
通

交
通
機
関
の
変
遷
【
1
0
9
5】

明
治
以
降
文
化
が
開
け
る
に
つ
れ
て
、
荷
車
・
人
力
車
・
荷
馬
車
と
運
輸
機
関
も
発
達
し
、
道
路
も
次
第
に
改
良
さ
れ

ち
ょ
う
ば

大
正
年
間
に
は
城
端
駅
前
に
帳
場
が
出
来
、
そ
こ
で
人
力
車
の
車
夫
が
客
を
待
っ
ょ
う
に
な
っ
た
。
車
輪
も
初
め
は
音

の
す
る
木
製
鉄
輪
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
と
な
り
、
次
に
は
乗
用
車
（
ハ
イ
ヤ
ー
）

か
し
城
端
の
交
通
に
と
っ
て
画
期
的
な
大
変
革
は
鉄
道
の
敷
設
で
あ
る
。

城

端

駅

【

1
0
9
5】

城
端
駅
の
変
遷
を
記
す
。
明
治
三
0
年

[
-
八
九
七
]
中
越
鉄
道
味
（
資
本
金

一
六
万
円
）
創
立
。
同
年

一
0
月
、
福

城
端
駅
の
創
立
は
明
治
三
0
年

一
0
月
、
敷
地
は
南
山
田
村
是
安
に
あ
り
八

一
八

一
平
方
討
。
現
在
の
職
員
数
は

一
五

名
、
な
お
城
端
駅
は
昭
和
一

0
年

[
-
九
――
-
五
]
か
ら
二
八
年
[
-
九
五
一―-
]
ま
で
無
事
故
で
あ
っ
て
昭
和
二
八
年
金
沢

昭
和
二
七
年
度
[
-
九
五
二
]

六
・
七
倍
で
あ
る
。

主
要
路
線
【
1
0
9
7】

の
出
現
と
な
っ
た
。
し

の

一
日
平
均
の
乗
降
人
員
は
二
0
0
0
人
＼
三
五

0
0
人
で
、
貨
物
は
入
荷
が
出
荷
の

城
端
は
歴
史
的
に
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
た
め
、
福
光
・
福
野
•
井
波
・
五
か
山
を
控
え
て
お
り
、
道
路
網
は

こ
。
t
 

二、

盃
を
交
わ
し
た
こ
と
は
古
老
の
知
る
と
こ
ろ
だ
。

城端駅前
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（
ホ

）

城
端
ー
オ
川
七
線

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
路
線
沿
い
は
集
落
も
多
い
の
で
、
徒
歩
利
用
者
は
少
な
く
な
い
が
、
未
改
良
の
た
め
自
動
車
交
通
は
著
し
く
制
約

東
西
両
砺
波
郡
を
結
ぶ
山
手
線
と
し
て
発
展
し
、
立
野
が
原
開
拓
地
を
横
断
し
て
農
林
産
物
集
散
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ

大
で
あ
る
。
近
く
着
手
が
予
想
さ
れ
る
南
砺
総
合
開
発
の
関
連
路
線
と
し
て
期
待
が
大
き
い
。

（
二
）

市
街
地
か
ら
放
射
状
に
発
達
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
結
ぶ
横
道
路
網
が
発
達
し
て
い
な
い
の
が
特
徴
と
言
え
る
。

城
端
八
幡
線
は
、
電
源
・
林
産
・
観
光
・
資
源
開
発
路
線
と
し
て
、
ま
た
金
沢
・
高
岡
か
ら
五
か
山
・
岐
阜
へ
通
ず
る

最
も
重
要
な
道
路
の

―
つ
で
あ
る
。

城
端
ー
八
幡
線

こ
の
県
道
は
金
沢
ー
城
端
ー
高
山
間
国
道
指
定
の
請
願
路
線
で
あ
っ
て
、
外
の
県
道
の
い
ず
れ
に
も
連
絡
し
、
五
か
山

を
経
て
岐
阜
県
へ
の
唯

一
の
路
線
で
あ
る
。
特
に
近
時
は
庄
川
水
系
の
電
源
開
発
や
飛
騨
白
川
・
高
山
観
光
・
林
産
資
源

し
か
し
整
備
は
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
山
岳
多
雪
地
帯
で
の
危
険
箇
所
・
老
朽
橋
梁
も
多
く
、
早
急
な
改
良
が
要

金
沢
ー
城
端
線

き
ん
ば
く

国
鉄
バ
ス
金
白
線
と
し
て
、
本
県
南
砺
地
域
と
金
沢
市
を
結
ぶ
極
め
て
重
要
な
路
線
で
あ
る
。
し
か
し
、
福
光
町
地
内

に
お
い
て
未
改
良
区
間
が

二
、

三
o
o
:
~
も
あ
り
効
用
を
著
し
く
制
限
し
て
い
る
。

井
波
を
経
て
二
級
国
道
・

高
岡
ー
岐
阜
線
に
通
じ
、
砺
波
・
富
山
へ
結
ぶ
路
線
と
し
て
利
用
度
が
高
い
。
逐
次
改
良
整

備
は
さ
れ
て
い
る
が
、
井
ロ
ー

城
端
間
三
三
0
0
1
~が
未
改
良
で
あ

っ
て
著
し
く
交
通
を
阻
害
し
て
い
る
。
な
お
、
井

福
野
ー
城
端
線

波
•
福
野
へ
の
バ
ス
路
線
と
し
て

一
般
利
用
も
極
め
て
多
い
。

（
ハ
）

庄
川
ー
城
端
線

（
口
）

望
さ
れ
る
と
共
に
、
国
道
昇
格
の
機
運
が
盛
ん
で
あ
る
。

開
発
路
線
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

（
イ

）

(

-

）
 

県
道

鴫
•

”. 

-iJa 
‘ -.,_ ▲. 

i;....,.., ~ 
福野より城端への道

細尾峠隧道 （八幡道路）
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が
あ
っ
た
が
松
島
に
吸
収
さ
れ
、
七
台
で
営
業
し
て
い
る
。

（二
）

自
動
車

て
い
る
。

均
し
て
い
る
。

ち
列
車
九
・
気
動
車

一
0
)、
貨
物
車
二
往
復
で
あ
る
。

（一）

鉄
道

（三）

橋
梁

（
発
送
八
四
六
四
ト
ン
・
到
着
五
万

町
道
は
未
改
良
路
線
が
多
い
。
昭
和
二
七
年

[-
九
五
二
]
以
来
計
画
的
に
改
良
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
改
良
率
は

五
・

三
打
の
低
率
で
あ
る
。

橋
梁
の
整
備
状
況
は
、
永
久
橋
率
が
五
六
・

三
貯
と
県
平
均
に
比
し
て
高
い
が
、
幅
員
は
狭
い
。

輸

送

【

1
1
0
2】

国
鉄
城
端
線
が
敷
設
さ
れ
、
前
述
の
と
お
り
今
日
ま
で
約
六

0
年
を
経
た
。
運
行
状
況
は
旅
客
車

一
日

一
九
往
復

（う

昭
和
三
0
年

度

[
-
九
五
五
]

二
七
七
六
ト
ン
）

の
輸
送
実
韻
は
、
貨
物
総
饂
六
万

―二
四
0
ト
ン

か
た
よ

で
、
八
六
打
が
到
着
荷
物
と
偏
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
電
源
開
発
の
建
設
資
材
輸
送
に
よ
る
も
の
で
、
次

い
で
肥
料
・
繊
維
が
多
い
。
出
荷
は
食
料
品
・
繊
維
が
多
く
、

い
ず
れ
も
関
西
方
面
と
の
取
引
が
多
い
。

旅
客
で
は
、
年
間
乗
車
人
員
は
六
五
万
六

0
0
0
人

（一

人
当
り
年
間
乗
車
回
数
四
七

・
五
回
）

で
各
月
を
通
じ
て
平

一
日
平
均
乗
客
は
三
六
0
八
人
で
約
半
数
は
通
学
と
通
勤
者
と
推
定
さ
れ
る
。
同
年
四
月
発
行
の
定
期
券

七
七
五
枚
を
み
る
と
、
福
野

一
七
八
枚
・

高
岡

一
七
六
枚
で
四
六
打
を
占
め
、
次
い
で
砺
波
・
福
光
・
富
山
の
順
と
な
っ

大
正

―二
年
ご
ろ
[
-
九
三
二
ご
乞
松
島
直
治
（
西
町
）
が
乗
用
車
二
台
を
も
っ
て
タ
ク
シ
ー
業
を
開
業
し
た
。
昭

和

―一

年
に
は
八
幡
道
路
開
通
に
合
わ
せ
て
中
村
辰
朔
（
平
村
）
と
と
も
に
ト
ラ
ッ
ク
ニ
台
も
購
入
し
て
、
旅
客
・
貨
物

の
五
か
山
交
通
の
経
営
を
始
め
た
。
昭
和
六
年
ご
ろ
[
-
九
三

こ
)
ろ
]
駅
前
に
は
巴
タ
ク
シ
ー
、

二
川
タ
ク
シ
ー
な
ど

ま
た
、
貨
物
輸
送
で
は
駅
前
に
日
本
通
運
聡
三
台
、
砺
波
運
輸
味
二
台
の
城
端
営
業
所
が
あ
る
。

昭
和
三
0
年

度

[
-
九
五
五
]
城
端
町
の
自
動
車
保
有
総
数
は
九
九
台
（
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
三
四
台
・
バ
ス
五
台
）

（二
）

町
道

で
あ

中越鉄道の終点 城端駅
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バ
ス
路
線
は
加
越
能
鉄
道
味
七
路
線
、
国
鉄
二
路
線
が
開
通
し
、
昭
和
一
―
―
二
年
[
-
九
五
七
]

用
・
路
線
状
況
」
が
〈
記
録
さ
れ
て
い
る
。
〉

便
【
1
1
0
5】

明
治
四
年
官
営
に
よ
る
郵
便
制
度
が
開
始
さ
れ
、
翌
五
年
[
-
八
七
二
]
全
国
に
拡
大
さ
れ
た
。
新
川
県
庁
（
魚
津
）

所
在
地
を
二
等
郵
便
役
所
、
富
山
を

三
等
、
高
岡
・
今
石
動
な
ど
四
町
を
四
等
、
氷
見
•
井
波
・
城
端
な
ど
七
町
は
単
な

る
郵
便
取
扱
所
と
し
た
。
こ
の

一
三
駅
を
七
月
に

一
斉
に
開
局
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

当
時
は
駅
と
称
し
伊
藤
市
曹
（
宗
林
寺
町
）
宅
が
充
て
ら
れ
て
い
た
。
最
も
古
い
明
治
六
年
[
-
八
七
三
]

翌
」
を
転
載
す
る
。
明
治
八
年
[
-
八
七
五
]
に
郵
便
局
と
改
称
さ
れ
、
五
等
郵
便
局
に
列
せ
ら
れ
た
。
次
に
篠
井
万
三

開
業
当
時
は
郵
便
御
用
と
朱
書
き
し
た
箱
を
竿
の
頭
に
つ
け
て
疾
走
し
た
も
の
で
、
城
端
ー
石
動
間
に
月

―二
回
送
達

し
た
。
明
治
七
年
[
-
八
七
四
]
に
二
俣
路
線
と
出
町
路
線
が
開
設
さ
れ
た
。

明
治
三
0
年

[
-
八
九
七
]
中
越
鉄
道
が
開
通
す
る
と
鉄
道
受
渡
便
が
開
始
さ
れ
、
独
立
局
舎
（
東
下
町
・
杉
本
孝
作

北
隣
）
が
新
築
さ
れ
た
。
現
在
の
郵
便
局
は
昭
和
三
年

[
-
九
二
八
]

に
列
記
す
る
と
、
明
治

―二
年

[-
八
七
九
]
に
貯
金
事
務
開
始
、
同
二
九
年

[-
八
九
六
]
小
包
便
開
始
、
同
三
0
年

電
信
事
務
開
始
、
同
四
三
年

[-
九

一
O
J
か
ら
電
話
交
換
開
始
、
大
正
五
年
[
-
九

二
公
簡
易
生
命
保
険
開
始
な
ど

と
な
る
。

明
治
三
0
年

[
-
八
九
七
]

の
電
信
（
モ
ー
ル
ス
通
信
機
）
開
始
の
際
は
、
不
思
議
な
現
象
に
驚
き
恐
れ
た
と
言
う
。

郎

（東
下
）
宅
が
充
て
ら
れ
た
。

郵

三、

通

信

（三
）

定
期
バ
ス

る
が
荷
車
は
増
減
な
く
、
牛
馬
車
は
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

り
、
五
年
前
の
ニ

・
六
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
原
動
機
付
自
転
車
は
急
激
に
増
加
し
、
自
転
車
も
逐
年
増
加
し
て
い

の
「
定
期
バ
ス
の
利

(4
)
 

の
「
辞
令

の
新
築
で
あ
る
。
城
端
郵
便
局
の
業
務
を
年
代
順

明
治
六
年
八
月
二
十
三
日

(
4
)
 
城
端
駅

城端郵便局

篠
井
万
三
郎

郵
便
御
用
取
扱
役
申
付
候
事

新
川
県

広小路のバスセンター
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有
線
放
送
【
1
1
1
0】

ぜ

ん

じ

昭
和
二
八
年
[
-
九
互
―-
]
北
野
地
区
が
県
下
で
初
め
て
有
線
放
送
施
設
を
設
置
し
、
漸
次
全
地
域
に
普
及
し
た
。

ち
ょ
う
し
ゅ
り
つ

昭
和
三
二
年
[

-
九
五
七
]
現
在
、
農
村
地
域
（
六
地
区
六
放
送
所
）
に
お
い
て

一
0
0
~.

v
:の
聴
取
率
で
あ
り
、
未
設

置
は
旧
町
の

一
部
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
運
営
は
主
と
し
て
地
区
別
に
行
わ
れ
、

一
日
三
回
以
上
の
伝
達
が
行
わ
れ
る
等
、

農
協
や
行
政
の
諸
連
絡
・
技
術
指
導
に
効
果
が
顕
著
で
あ
る
。

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
【
1
1
1
2】

ラ
ジ
オ
の
普
及
率
は

一
0
0
~.

v
:で
、
昭
和
三
四
年
[
-
九
五
九
]
現
在
の
聴
取
状
況
は
、
全
世
帯
数
二
六
九
四
戸
に
二

九
三
0
個
の
届
出
が
あ
る
。
こ
れ
は
官
公
庁
、
会
社
、
事
務
所
を
含
め
て
の
数
字
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
も
漸
次
普
及
し
、
全
町
で

一
五
八
個
の
受
像
を
楽
し
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

四、

有
線
放
送
・
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ

最
初
の
電
信
事
務
官
は
田
辺
宗
次
（
東
新
田
）
で
あ
っ
た
。

城
端
郵
便
局
の
昭
和
三一

年
の
状
況
は
、
局
員
数
二
八
人
で
一
日
平
均
集
配
数
三
二

四
二
通
（
受
付

一
三
九
八
通
・
配

達

一
八
四
四
通
）
で
あ
っ
た
。
広
範
な
地
域
で
あ
る
た
め
積
雪
期
に
は
決
死
的
な
集
配
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

な
お
、
北
陸
荘
（
人
口
七
三
0
人
）
に
南
山
田
簡
易
郵
便
局
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

電
報
・
電
話
【
1
1
0
9】

前
述
の
よ
う
に
電
報
は
明
治
三
0
年
、
電
話
は
明
治
四
二
年
に
開
始
さ
れ
、
通
信
度
は
地
方
に
し
て
は
高
水
準
に
あ

る
。そ

れ
は
城
端
は
古
く
か
ら
関
西
方
面
と
の
経
済
的
関
係
が
多
く
、
金
沢
・
京
都
・
大
阪
、
そ
し
て
電
源
開
発
関
連
の
通

信
経
由
地
と
し
て
も
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
二
六
年

[-
九
五

―
]
、
郵
便
局
か
ら
独
立
し
て
城
端
電
報
電
話
局
を
新
築
し
た
。
現
在
の
局
員
は
三
八
人
、
電

話
加
入
者
四

一
三
人
（
普
及
率

一
五
・

三
貯
）
で
あ
る
。
昭
和
三一

年

[
-
九
五
六
]
の
電
報
取
扱
数
は
一
日
平
均
四
六

通
・
電
話
取
扱
数
は
同
平
均
五

0
三
三
度
数
（
管
内
二
三
七
・
管
外
七
九
六
度
数
）
で
あ
っ
た
。

... ,'-・''ll・'l',I', 
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